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一般財団法人変更登記申請書

１．会社法人等番号
　　　フリガナ
１．名　称

１．主たる事務所

１．登記の事由　　　　評議員、理事、代表理事及び監事の変更

１．登記すべき事項　　別紙のとおり
（※別紙は３ページ参照。）
１．登録免許税　　　　金　　　　　円

１．添付書類
定　　　款　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
評議員会議事録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
理事会議事録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
就任承諾書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通
理事、監事及び評議員の本人確認証明書　　　　　　　　　　通
印鑑証明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通
（辞任の場合）辞任届　　　　　　　　　　　　　　　　　　通
（死亡の場合）死亡届又は法定相続情報一覧図の写し　　　　通
委任状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通

上記のとおり、登記の申請をします。
令和　　年　　月　　日登記所届出印↓


申請人　（主たる事務所）
　　　　（名称）

代表理事（住所）
　　　　（氏名）
連絡先の電話番号

　法務局　　　　　支　局　御中
　　　　　　　　　出張所

  収入印紙貼付台紙





	



	
 収　入
 印　紙









　別紙
（一例です。会社の実情にあわせて作成してください。）
（※別紙を使用せず、登記すべき事項を直接申請書に記載することも可能です。）
「役員に関する事項」
「資格」評議員
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日重任
「役員に関する事項」
「資格」評議員
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日重任
「役員に関する事項」
「資格」評議員
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日重任
「役員に関する事項」
「資格」代表理事
「住所」○県○市○町○丁目○番○号
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日重任
「役員に関する事項」
「資格」理事
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日重任
「役員に関する事項」
「資格」理事
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日辞任
「役員に関する事項」
「資格」理事
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日退任
「役員に関する事項」
「資格」監事
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日重任
「役員に関する事項」
「資格」理事
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日就任
「役員に関する事項」
「資格」理事
「氏名」○○○○
「原因年月日」令和○年○月○日就任


－2－

評議員会議事録の例
（一例です。法人の実情に合わせて、作成してください。）
	
定時評議員会議事録

令和○年○月○日午前○時○分から、当法人の主たる事務所において、定時評議員会を開催した。
総評議員数　　　　　　　　○名
出席評議員数　　　　　　　○名
出席理事　　　○○○○（議事録作成者）
　　　　　　　○○○○
　　　　　　　○○○○
出席監事　　　○○○○
出席評議員　　○○○○
　　　　　　　○○○○
　　　　　　　○○○○
以上のとおり評議員の出席があったので、定款の定めにより出席した評議員の中から選ばれた評議員○○○○は議長席につき、本定時総会は適法に成立したので、開会する旨を宣言し、直ちに議事に入った。

第１号議案　令和○年度事業報告及び決算の承認に関する件
議長は、当期（令和○年○月○日から同年○月○日まで）における事業状況を事業報告及び附属書類により詳細に説明報告し、下記の書類を提出して、その承認を求めたところ、満場異議なくこれを承認可決した。
１　貸借対照表
２　損益計算書（正味財産増減計算書）
３　貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属書類

第２号議案　評議員、理事及び監事の改選に関する件
議長は、評議員全員、理事○○○○及び○○○○並びに監事○○○○が本定時総会の終結と同時に任期満了し、退任することになるので、その改選の必要があるとともに、辞任の申出があった理事○○○○の後任者の選任が必要となる旨を述べ、その選任方法を諮ったところ、出席評議員中から議長の指名に一任したいとの発言があり、一同これを承認したので、下記の者を指名し、この者につきその可否を諮ったところ、満場異議なくこれに賛成したので、下記のとおり可決確定した。
評議員　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　氏名　○○○○
同　　　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　氏名　○○○○
同　　　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　氏名　○○○○
理事　　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　氏名　○○○○
同　　　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　氏名　○○○○

	同　　　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　氏名　○○○○
監事　　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　氏名　○○○○
なお、被選任者は、席上その就任を承諾した。

【次の第３号議案は、評議員会で代表理事を定めた場合に必要となります。】

第３号議案　代表理事の任期満了に伴う改選に関する件
議長は、今般代表理事○○○○が理事の任期満了により代表理事の資格を喪失し、退任することになるので、当法人の代表理事を選定したい旨を述べ、その選定方法を諮ったところ、出席評議員中から議長の指名に一任したいとの発言があり、一同これを承認したので、下記の者を指名し、この者につきその可否を諮ったところ、満場異議なくこれに賛成したので、下記のとおり可決確定した。
代表理事　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　　氏名　○○○○
なお、被選任者は、席上その就任を承諾した。
議長は、以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ、午前○時○分閉会した。

以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、議長及び出席理事がこれに記名押印する。

令和○年○月○日
一般財団法人○○定時評議員会
　　議長　　評議員　　　○○○○　㊞
代表理事　　○○○○　㊞
理　事　　　○○○○　㊞
　同　　　　○○○○　㊞

（注）１　評議員会で代表理事を定めた場合、代表理事の印鑑は、当該代表理事が法務局に提出している印鑑を押してください。法務局に印鑑を提出した代表理事が出席していない場合等、法務局に提出している印鑑を押すことができない場合には、議長及び出席した理事が評議員会議事録に押した印鑑について市町村長が作成した印鑑証明書を添付することが必要になります。
２　役員及び評議員が評議員会の席上で就任を承諾し、その旨の記載及び当該被選任者の住所の記載が議事録にある場合には、申請書に、別途、就任承諾書を添付する必要はありません。この場合、申請書には、「就任承諾書は、評議員会議事録の記載を援用する。」等と記載してください。







理事会議事録の例
（理事会において代表理事を選定した場合の一例です。法人の実情に合わせて、作成してください。）
	
理事会議事録

令和○年○月○日午前○時○分、当法人の主たる事務所において、理事○名（総理事数○名）及び監事○○○○出席のもとに、理事会を開催し、下記議案につき可決確定の上、午前○時○分散会した。
１ 代表理事選定の件
理事○○○○は選ばれて議長となり、今般、代表理事○○○○が理事の任期満了により代表理事の資格を喪失し、退任することになるので、改めて当法人の代表理事を選定したい旨を述べ、慎重協議した結果、全員一致をもって次のとおり選定した。
なお、被選定者は、席上その就任を承諾した。
代表理事　住所　○県○市○町○丁目○番○号
　　氏名　○○○○
上記の決議を明確にするため、この議事録を作成し、出席理事及び監事の全員がこれに記名押印する。

令和○年○月○日
一般財団法人○○理事会
　　代表理事　　○○○○　㊞
理事　　○○○○　㊞
　同　　○○○○　㊞
監事　　○○○○　㊞

（注）１　代表理事の印鑑については、当該代表理事が法務局に提出している印鑑を押してください。
登記所に印鑑を提出した代表理事が出席していない場合等、法務局に提出している印鑑を押すことができない場合には、出席した理事及び監事全員の実印を押し、全ての印鑑について市町村長が作成した印鑑証明書を添付することが必要になります。
２　理事会の席上で代表理事が就任を承諾し、その旨の記載が議事録にある場合には、申請書に、別途、就任承諾書を添付する必要はありません。この場合、申請書には、「就任承諾書は、理事会議事録の記載を援用する。」等と記載してください。




辞任届の例
	
辞　任　届

私は、この度、一身上の都合により、貴法人の理事を辞任したく、お届けいたします。

令和○年○月○日
○県○市○町○丁目○番○号
　　　　　　　　　○○○○　㊞

一般財団法人○○会　御中

（注） 登記所に印鑑の提出をしている代表理事が代表理事又は理事を辞任する場合は、登記所提出印による押印又は市町村に登録している印鑑による押印（市町村長作成の印鑑証明書添付）が必要となります。
また、登記所に印鑑を提出している者がいない場合において、代表理事が代表理事又は理事を辞任するときは、市町村に登録している印鑑による押印（市町村長作成の印鑑証明書添付）が必要となります。





死亡届の例
	
死　亡　届

貴法人の理事○○○○は、令和○年○月○日に死亡しましたので、お届けいたします。

令和○年○月○日
○県○市○町○丁目○番○号
　長男　　　　　　○○○○
一般財団法人○○会　御中






就任承諾書の例
	
就　任　承　諾　書

私は、令和○年○月○日開催の貴法人評議員会において、貴法人の理事に選任されたので、その就任を承諾します。

令和○年○月○日
○県○市○町○丁目○番○号
　　　　　　　　　○○○○　㊞
一般財団法人○○会　御中
（注）１　監事及び評議員についても同様に作成します。
２　理事、監事及び評議員の就任承諾書には、再任の場合を除き、就任承諾書に記載した氏名及び住所と同一の氏名及び住所が記載された住民票記載事項証明書、運転免許証のコピー（裏面もコピーし、本人が原本と相違ない旨を記載して、記名したもの。）等の本人確認証明書を添付します。ただし、登記の申請書に当該理事又は監事の印鑑証明書が添付される場合を除きます。詳しくは、法務局ホームページ「商業・法人登記の申請書様式」(https://houmukyoku.moj.go.jp/homu/COMMERCE_11-1.html)中の関連リンク「添付書面としての本人確認証明書について」を御覧ください。





代表理事の就任承諾書の例
	
就　任　承　諾　書

私は、令和○年○月○日開催の貴法人理事会において、貴法人の代表理事に選任されたので、その就任を承諾します。

令和○年○月○日
○県○市○町○丁目○番○号
　　　　　　　　　○○○○　㊞
一般財団法人○○会　御中
 
（注）新たに就任する代表理事の就任承諾書には、市町村に登録した印鑑を押し、当該印鑑について市町村長の作成した印鑑証明書を添付する必要があります。







委任状の例
	
委　任　状

私は、○県○市○町○丁目○番○号　○○○○を代理人に定め、下記の権限を委任する。
記
１　当法人の評議員、理事、代表理事及び監事の変更登記の申請をする一切の件
１　原本還付の請求及び受領の件（注１）


令和○年○月○日
○県○市○町○丁目○番○号
一般財団法人○○会
代表理事　　　　　○○○○　㊞（注２）

（注）１　原本の還付を請求する場合に記載します。
２　当該代表理事が法務局に提出している印鑑を押します。









